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（2）校外実習施設の希望調査

校外実習施設への実習生配置は、１年次前期（６月～７月）に実習施設の希望調査を行います。

実際に実習を行うのは２年次以降となりますが、早い時期から実習施設を調整する必要があります。

（3）出席すべき時間

月６は期時の習実　 ～３月の６日間（事前オリエンテーション１日、実習５日間）で、実習時間は

45時間です。

（4）校外実習の成績評価

か者導指習実ので先習実各、録記習実、況状席出、りよに員教導指習実、は価評績成の習実外校　 

らの所見等を総合的に判断して評価されます。

（5）校外実習に係る費用について

。すまれま含に費学き除を費活生の等費食び及費通交、は用費る係に習実外校　 

。すまし生発が用費途別はていつに習実習補、しだた　 

（6）補習実習

。すでとこの習実う補を数日足不の間期習実はと習実習補　 

に由事の下以は習実習補。すまい行てに内学は合場いし難、がすまれさ施実てに外校はに的本基　 

より実施します。

補習実習 病気や忌引きなどのやむを得ない事由で実習を遅刻、早退または欠席し、所

定の実習時間数が不足し、担当教員が必要と認める場合

＜補習実習費用について＞

実習補の円000,2きつに日１数日足不に」願習実習補「、は合場るけ受を）内学・外校（習実習補　 

習料を添え、事務局窓口へ提出してください。

。すまりあが合場るす収徴を等料用利設施、他の料習実習補、は合場るすを習実で外校、おな　 
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観光ビジネス学科
　教育課程（カリキュラム）

　　観光ビジネス学科の教育課程（カリキュラム）は、以下のとおりです。

科目区分 授業科目の名称 授業
回数

履修年次 単位数 観光ビジネス
実務士１年 ２年 必修 選択前期 後期 前期 後期 必修 選択

野
分
育
教
養
教

人間と文化

日本語表現法 15 ○ ２ Ⅲ群
英語Ⅰ 15 ○ １
英語Ⅱ 15 ○ １
東北学 15 ○ ２ Ⅰ群
歴史と文化 10 ○ １

人間と社会

大学生活論 15 ○ ○ １ Ⅲ群
暮らしの中の法律 10 ○ １
現代の社会 10 ○ １ Ⅲ群
コミュニケーション論 15 ○ １ Ⅲ群

人間と科学 情報処理 15 ○ ２ Ⅲ群
数理リテラシー 15 ○ １

野
分
育
教
門
専

基礎科目

経営学入門 15 ○ ２
マーケティング 15 ○ ２
観光概論 15 ○ ２ ◎
観光ビジネス論 15 ○ ２ Ⅰ群

基幹科目

観光ビジネス実務総論 15 ○ ２ ◎
情報機器演習 15 ○ ２
ビジネスマナー 15 ○ ２
ビジネス英会話Ⅰ 15 ○ ２

展開科目

旅行ビジネス実務 15 ○ ２ Ⅱ群
エアラインビジネス実務 15 ○ ２ Ⅱ群
エアラインサービス 集中 ○ １
鉄道ビジネス実務 15 ○ ２ Ⅱ群
宿泊ビジネス実務 15 ○ ２ Ⅱ群
ホテル・ブライダルサービス 15 ○ ２
ホテル経営 15 ○ ２
ブライダルビジネス実務 15 ○ ２
秘書実務 15 ○ ２
国際観光論 15 ○ ２ Ⅰ群
観光史と観光文化 15 ○ ２
旅と文学 15 ○ ２
旅行業法 15 ○ ２ Ⅱ群
旅行業約款 15 ○ ２ Ⅱ群
国内運賃・旅費計算 15 ○ ２
国内観光地理Ⅰ 15 ○ ２
国内観光地理Ⅱ 15 ○ ２
海外観光地理 15 ○ ２
旅程管理 集中 ○ ２
韓国語会話 15 ○ １
中国語会話 15 ○ １
フランス語会話 15 ○ １
観光ビジネス英会話Ⅰ 15 ○ ２ Ⅱ群
観光ビジネス英会話Ⅱ 15 ○ ２ Ⅱ群
多読と多聴 15 ○ ２
英会話基礎Ⅰ 15 ○ １
英会話基礎Ⅱ 15 ○ １
TOEIC 演習 15 ○ ２
観光英語 15 ○ ２
ビジネス英会話Ⅱ 15 ○ ２
観光英語ガイド基礎Ⅰ 15 ○ ２
観光英語ガイド基礎Ⅱ 15 ○ ２
時事英語 15 ○ ２
Presentation in English 15 ○ ２
観光インターンシップ 集中 ○ １ Ⅱ群
海外研修 集中 ○ １

野
分
習
演

演習科目

基礎キャリア形成ゼミ 15 ○ １ Ⅲ群
実践キャリア形成ゼミⅠ 15 ○ １ Ⅲ群
地域づくり演習 15 ○ １
実践キャリア形成ゼミⅡ 15 ○ １ Ⅲ群
基礎ゼミ 15 ○ １ Ⅲ群
総合演習Ⅰ 15 ○ １ Ⅲ群
総合演習Ⅱ 30 ○ ○ ２ Ⅲ群

総計（卒業要件62単位以上） 42 60

Ⅲ 履修について

科目区分 授業科目の名称 授業
回数

履修年次 単位数 観光実務士１年 ２年
前期 後期 前期 後期 必修 選択 必修 選択

教
養
教
育
分
野

人間と文化

日本語表現法 15 ○ 2 Ⅲ群
英語Ⅰ 15 ○ 1
英語Ⅱ 15 ○ 1
東北学 15 ○ 2 Ⅰ群
歴史と文化 10 ○ 1

人間と社会

大学生活論 15 ○ 1 Ⅲ群
暮らしの中の法律 10 ○ 1
現代の社会 10 ○ 1 Ⅲ群
コミュニケーション論 15 ○ 2 Ⅲ群

人間と科学 情報処理 15 ○ 1 Ⅲ群
数理リテラシー 15 ○ 1

専
門
教
育
分
野

基礎科目

経営学入門 15 ○ 2
マーケティング 15 ○ 2
観光概論 15 ○ 2 ◎
観光ビジネス論 15 ○ 2 Ⅰ群

基幹科目

観光ビジネス実務総論 15 ○ 2 ◎
情報機器演習 15 ○ 1
ビジネスマナー 15 ○ 2
ビジネス英会話 15 ○ 2

展開科目

旅行ビジネス実務 15 ○ 2 Ⅱ群
エアラインビジネス実務 15 ○ 2 Ⅱ群
エアラインサービス 15 ○ 2
鉄道ビジネス実務 15 ○ 2 Ⅱ群
宿泊ビジネス実務 15 ○ 2 Ⅱ群
ホテル・ブライダルサービス 15 ○ 2
ホテル経営 15 ○ 2
ブライダルビジネス実務 15 ○ 2
秘書実務 15 ○ 2
国際観光論 15 ○ 2 Ⅰ群
観光史と観光文化 15 ○ 2
旅と文学 15 ○ 2
テーマパークビジネス 15 ○ 2
旅行業法 15 ○ 2 Ⅱ群
旅行業約款 15 ○ 2 Ⅱ群
国内運賃・旅費計算Ⅰ 15 ○ 2
国内運賃・旅費計算Ⅱ 15 ○ 2
国内観光地理Ⅰ 15 ○ 2
国内観光地理Ⅱ 15 ○ 2
旅行業務演習Ⅰ 15 ○ 1
旅行業務演習Ⅱ 15 ○ 1
海外観光地理 15 ○ 2
旅程管理 15 ○ 2
韓国語会話 15 ○ 1
中国語会話 15 ○ 1
フランス語会話 15 ○ 1
観光ビジネス英語 15 ○ 2 Ⅱ群
おもてなし英語 15 ○ 2 Ⅱ群
観光英語 15 ○ 2
観光英語ガイド基礎 15 ○ 2
TOEIC演習 15 ○ 1
英会話基礎 15 ○ 1
観光インターンシップ 集中 ○ 1 Ⅱ群
海外研修 集中 ○ 1

演
習
分
野

演習科目

基礎キャリア形成ゼミ 15 ○ 1 Ⅲ群
実践キャリア形成ゼミ 15 ○ 1 Ⅲ群
地域づくり演習 15 ○ 1
基礎ゼミ 15 ○ 1 Ⅲ群
総合演習Ⅰ 15 ○ 1 Ⅲ群
総合演習Ⅱ 30 ○ 2 Ⅲ群

総計 41 54
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　卒業要件
卒業には、次の要件を満たさなければなりません。

（1）観光ビジネス学科に２年以上在学すること。

（2）卒業に必要な単位を修得すること

中の」野分習演「」野分育教門専「」野分育教養教「を上以位単12目科択選び及位単14目科修必　 

から修得すること

科目区分 単位数

教養教育分野 （必修）14単位

専門教育分野

基礎科目 （必修）８単位

基幹科目 （必修）７単位

展開科目
（必修）６単位

（選択）53単位

演習分野 演習科目
（必修）６単位

（選択）１単位

卒業要件：62単位以上

　卒業要件充足に伴う資格と称号
観光ビジネス学科の所定の単位を修得し卒業要件を満たすと、短期大学士（観光ビジネス学）の学

位が与えられます。

　履修登録単位数の上限
観光ビジネス学科では、各年次にわたって適切に授業科目を履修するよう、年間の履修登録単位数

の上限を50単位と定めています。

履修登録をする際には、上限を超えないように注意してください。

ただし、卒業年次に単位不足のおそれがある場合はこの限りではありません。

　履修モデル
観光ビジネス学科では、学生の皆さんが社会の一員として旅立つ前に、自分の興味や関心にしたがっ

て学修をすすめやすいように、ホテル・ブライダルモデル、旅行・テーマパークモデル、エアライン・

交通モデル、英語コミュニケーションモデルという４種類の履修モデルがあります。

各履修モデルは、一例であり、履修登録の参考にしてください。
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ホテル・ブライダルモデル

　ホテル・ブライダルモデルでは、ホテル、旅館などの宿泊施設、およびブライダル施設で活躍できる基

礎的スキル習得に加えて、インターンシップで実務に従事し、関連授業を通してさまざまなシーンに対応

できる力を養います。

旅行・テーマパークモデル

　旅行・テーマパークモデルでは、旅行斡旋およびテーマパークに関わる仕事を目指します。そのために

ホスピタリティマインド涵養に加えて、旅行およびテーマパークに関わる業務と旅行関連の幅広い実践的

な知識を学びます。

エアライン・交通モデル

　エアライン・交通モデルは、航空、鉄道など移動に関わる産業における実務的な授業とインターンシッ

プを通してエアライン・交通ビジネスへの理解を深め、そこで活躍できる基礎力と実践力を養うモデルです。

英語コミュニケーションモデル

　英語コミュニケーションモデルでは、観光関連業務だけではなくさまざまな業務で、英語を使って自分

の思いを伝えられるよう、英語の基礎力を養い、英語でのコミュニケーション能力を身につけます。

　観光実務士
所定の科目の単位を修得し、資格認定証の申請をすると、全国大学実務教育協会認定の「観光実務

士」の資格が取得できます。

資格取得に必要な科目は、P93の教育課程（カリキュラム）に記載されています。◎のついた科目は、

資格取得のための必修科目です。選択欄のⅠ～Ⅲ群については、Ⅰ群・Ⅱ群から各４単位以上、Ⅰ～

Ⅲ群の合計で20単位以上修得することが必要です。
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